
映画 『できる セ･ポシブル』
持続可能な世界を目指す
日本各地の取り組み
2019年4月3日（水）／会場：アンスティチュ・フランセ東京
17:00–18:30映画上映｜19:00–21:00日仏討論会

« Dekiru, c’est possible ! »
Focus sur les initiatives citoyennes pour l’environnement au Japon

オンライン申込み/ Inscription en ligne

www.institutfrancais.jp/tokyo/dekiru/

映画上映会と日仏討論会 Projection et débat d’idées

入場無料
要オンライン登録

Sur inscription

日仏同時通訳付
Interprétariat

simultané
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映画上映会と日仏討論会 Projection et débat d’idées

『できる セ・ポシブル Dekiru, c’est possible !』
持続可能な世界を目指す日本各地の取り組み
環境のためを思う具体的な取り組みとは？ 持続可能な社会をめざす新たな暮らし方とは？ その答えは「できるセ・
ポシブル！」：若い二人のフランス人が、8ヵ月かけて日本全国を旅したドキュメンタリー映画には、新たな暮らし方を
実践する人々が描かれています。映画に続いて監督夫妻と日仏の登壇者を迎えて討論会を行います。
このイベントは、日本各地の住民によるイニシアティブについて情報を交換し、肯定的な未来の姿を描く機会となることで
しょう。本作品は、連帯と持続可能な社会を目指して新たな暮らし方や生産スタイルを実践する人々の姿を紹介しています。とりわけ持続可能な
農生産、循環経済、リサイクル、教育、再生可能エネルギーをめぐり、地方で具体的に行動する人々の姿を彼らの証言と共に描いています。

アンスティチュ･フランセ東京 エスパス･イマージュ
Institut français du Japon - Tokyo, espace images
東京都新宿区市ヶ谷船町 15
15 Ichigawafunamachi, Shinjuku-ku, Tokyo

会場 Lieu

［主催］在日フランス大使館／アンスティチュ･フランセ日本［オフィシャルパートナー］ヴェオリア･ジャ
パン株式会社［助成］フランス環境連帯移行省、フランス国庫総局 ［後援］Japan Youth Platform 
for Sustainability（JYPS）、デザイン･フォー ･チェンジ・ジャパン、国連開発計画駐日代表事務所 
Organisateur : Ambassade de France/Institut français du Japon ; Partenaire officiel : Veolia 
Japan ; Soutiens : Ministère de la Transition écologique et solidaire, DG Trésor ; Parrainages : 
Japan Youth Platform for Sustainability (JYPS), Design For Change Japan, UNDP

［言語］日本語／仏語字幕、日仏同時通訳付 
Langue : japonais et français avec sous-titres et traduction simultanée

入場無料・要オンライン登録
Entrée libre, inscription recommandée sur :

www.institutfrancais.jp/tokyo/dekiru/

dg.debat.contact@institutfrançais.jp

お問い合わせ Renseignements  
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開会の言葉 Ouverture（ビデオメッセージ）

ローラン・ピック 駐日フランス大使
Laurent PIC, Ambassadeur de France au Japon

パネリスト Panélistes

マチルド･ジュリアンと
ジョナサン･カレン
映画監督
Mathilde JULIEN et Jonathan CARÈNE, 
réalisateurs

日本とエコロジーへの情熱に駆られた若いカップル マチルドとジョナサンは、
2017年から2018年の8ヶ月をかけて、日本各地を旅しながら、教育、再
生可能エネルギー、農業分野のイニシアティブや新たな暮らし方を実践する
人々をインタビューします。2019年、完成した映画を上映し日本の観客と対
話するため彼らが再来日します。

イザベル・ドラノワ
共生経済の提唱者
Isabelle DELANNOY, 
théoricienne du modèle d ’économie symbiotique

農業エンジニア、作家、持続可能な経済と、ニューエコノミーを専門とするア
ドバイザー、持続可能な生産と新たな経済ロジックの専門家。「共生経済」
の名の下に理論を展開している。彼女の描く世界では、人間は地球と協力し
て均衡を創造し、技術の目的は、生きるものの知と人間の集団的知性に仕
えることである。Do Green-Economie Symbiotiqueの創設者で共生
ワークショップ協会のメンバーである。

ソーヤ海
東京アーバンパーマカルチャー創立者
Kai SAWYER,  
fondateur de Tokyo Urban Permaculture

共生革命家。カリフォルニア州立大学サンタクルーズ校で心理学、社会変
革、有機農法を実践的に学び、同大学で「持続可能な生活の教育法」オー
ガナイザー兼講師を務めながら、サステナビリティと平和活動に取組んだ
後、コスタリに移住しパーマカルチャーを実践。日本や世界各地でパーマカ
ルチャー、非暴力コミュニケーション、禅、アクティビズムを教えている。「Ur-
ban Permacuclture Guide都会からはじまる新しい生き方のデザイン」と
「みんなのちきゅうカタログ」監修。

大村淳
パーマカルチャーデザインラボ共同代表
Jun OMURA, 
représentant de Permaculture DesignLab 

浜松を中心に、都市や農村を含む地方都市でのパーマカルチャーの実践を
通して、地域の自給自立を目指す。  Permaculture DesignLabを仲間と
ともに立ち上げ、気候変動への対応、自然資源と環境の復元も配慮する森の
ような自給自立菜園、フォレストガーデンのデザインから施行に携わる。

司会 Modératrice

元村有希子 毎日新聞科学環境部長
Yukiko MOTOMURA, directrice du département 
sciences et environnement du journal Mainichi

九州大学教育学部卒業、毎日新聞入社。西部本社報道部などを経て2001
年、東京本社科学環境部。日本の科学技術と社会との関係をつづった長期
連載「理系白書」により06年の第１回科学ジャーナリスト大賞を受賞。17
年から科学環境部長。著書に「科学のミカタ」「理系思考」（いずれも毎日新
聞出版）など。


